
第 65 回 発電用設備規格委員会 火力専門委員会 議事録 

  

１． 日 時：2013 年 8 月 20 日（火）13 時 30 分～15 時 05 分 

２． 場 所:日本機械学会 第 1 会議室 

３． 出席者：（委員 23 名中、出席者 20 名（うち代理１名）、欠席者３名） 

小溝（阪大）、藤田（三菱重工）、飯田（東電）、木村（NIMS）、三好（川崎重工）、 

西村（日立）、大橋（IHI）、松本（東芝）、野井（ﾛｲﾄﾞ）、長谷川（新日鐵住金）、 

築山（バブ日立）、三原（富山大）、天野（早大）、岡（富士電機）、 

西川（自家発懇話会）、屋口（電中研）、鈴木（電源開発）、堀江（火原協）、 

松田（HSB ジャパン） 

代理者：齋藤[奥村（中電）]  

欠席者：佐藤（発電技検）、鈴木（電気協会）、野田（経産省） 

オブザーバ:桑野（関電）、茂田井（東電） 

事務局： 海野（記） 

 

４． 配付資料 

65－1 ．第 64 回火力専門委員会議事録(案) 

65－2 ．専門委員会・分科会委員案 

65－3 ．第 65 回規格委員会議事録（案） 

65－4－ (1) 材料分科会報告，(2) 構造分科会報告，(3) 溶接分科会報告 

65－5 ．発電用設備規格委員会火力専門委員会委員長の選任について (案) 

65－6 ．発電用設備規格委員会「補足」倫理規定 制定の提案 

65－7 ．日本機械学会の規格委員会等での資料の取り扱い 

 

５． 議事 

(１) 前回議事録確認                           [資料 65-1] 

前回議事録（案）について確認を行なった結果、意見等は特になく、議事録案は承認された。 

 

(２) 専門委員会委員、役員の承認 

 （２－１）専門委員会委員の承認                    [資料 65-2] 

火力専門委員会の以下の委員の再任意向および新任候補が報告された。挙手による採決を

行った結果、出席委員全員の賛成で、次回規格委員会に推薦することが承認された。また、以

下の退任委員が報告された。 

・ 火力専門委員会：（退任）高西 一光 委員 

（新任候補）桑野 理氏（関西電力） 

（再任候補）藤田 正昭 委員，飯田 英男 委員，三好 禎一 委員， 

       佐藤 長光 委員 

各分科会の以下の新任候補の推薦および以下の委員の再任意向および役員の互選による

推薦が報告された。挙手による採決を行った結果、出席委員全員の賛成で承認された。 

 



・ 材料分科会：（新任候補）井手氏（東京電力） 

（退任）尾崎委員 

（再任）なし 

（幹事候補）井手氏（新任：委員就任が条件） 

・ 構造分科会：（新任候補）高野氏（中部電力），谷口氏（川崎重工業） 

（退任）谷川委員，長谷川委員，齋藤委員 

（再任）飯田委員 

（主査候補）飯田委員（再任） 

・ 溶接分科会：（新任候補）なし 

（退任）なし 

（再任）逢澤委員 

・ 配管減肉分科会：（新任候補）井手氏（東京電力） 

   （退任）尾崎委員 

   （再任）大鹿委員 

 

(３) 規格委員会、分科会他報告 

（３－１）発電用設備規格委員会報告                 [資料 65-3] 

第65回規格委員会の審議内容のうち、火力専門委員会に関連する内容が報告された。特記

事項は以下の通り。 

・ 火力専門委員会委員・役員の承認 

・ 火力専門委員会報告 

・ ASME 規格値取込み方針内規の承認 

・ 火力専門委員会関連の審議事項は無し 

 

（３－２）材料分科会報告  [資料 65-4-1] 

木村委員（材料分科会主査）が第６８回材料分科会(H25.8.5)の審議事項および決定事項に

ついて報告を行った。次回は 2013 年 11 月 13 日（水）に開催予定。 

・ JSME 発電用火力設備規格のエンドースに関する検討状況が報告された。 

・ 審議履歴表を元にレビュー票審議の状況について報告された。 

 

（３－３）構造分科会報告  [資料 65-4-2] 

飯田幹事（構造分科会主査）が第７７回構造分科会(H25.8.1)の審議事項および決定事項に

ついて報告を行った。次回は 2013 年 11 月 6 日（水）に開催予定。 

・ ASME 規格値取込み方針内規が承認されたことが報告された。 

・ 審議履歴表を元に ASME 2011Addenda のレビュー票審議の状況について報告された。 

 

（３－４）溶接分科会報告                     [資料 65-4-3] 

茂田井氏（溶接分科会幹事）が、第５６回溶接分科会(H25.7.10)の審議事項および決定事項

について報告を行った。次回は 2013 年 8 月 26 日（月）に開催予定。次々回は 11 月開催予定

であり，次回火力専門委員会では２回分報告の予定。 



・ ASME 規格値取込み方針内規が承認されたことが報告された。 

・ 審議履歴表を元に ASME 2011Addenda のレビュー票審議の状況について報告された。 

 

(４) 審議事項 

（４－１）火力専門委員会委員長改選手続きについて    [資料 65-5] 

       １２月末での小溝委員長の任期（２年）満了（１期目）に伴い，次期火力専門委員長の改

選手続きについて事務局より提案された。運営規約上委員長再任は１回までとされてい

ることから小溝現委員長は候補対象であることが報告され，それ以外の委員はすべて候

補対象であることが説明された。また，複数候補による選出であることも運営規約にて規

定されている旨が説明され，今後の手続き及びスケジュール案が提案され，出席委員全

員の賛成により承認された。 

１． 委員長選挙の手続き 

９月１２日(木)    委員長候補者の推薦依頼（電子メール） 

９月１２日（木）～９月２６日(木）   委員長候補者の推薦受付 

９月２７日（金）～１０月３日（木）   投票用紙作成・郵送 

１０月４日（金）～１０月１８日（金） 委員長選任投票  

１０月２１日（月）   結果集約 

     委員総数の過半数の投票を得た候補者を委員長に選任 

１０月２１日（月）以降  投票結果を各委員に通知 

 

（１´．委員総数の過半数の賛成を得る候補者がいなかった場合） 

（以降の 2 回目の投票により、委員長を選任する） 

１０月２２日（火）～１０月２５日（金）  先の投票で賛成を得た数が多かった上位２名の候補者に 

    ついて、投票を準備（投票用紙作成・郵送） 

１０月２８日（月）～１１月１１日（月）  委員長選任投票（2 回目） 

１１月１２日（火）  結果集約，多数の得票を得た候補者を委員長に選任 

１１月１２日（火）以降  投票結果を各委員に通知 

 

２．選挙投票後の手続き 

１１月２６日       第 66 回火力専門委員会 投票結果報告 

１２月〇〇日   発電用設備規格委員会にて承認 

２月○○日 第 67 回火力専門委員会 委員長から副委員長/幹事の指名 

 

（４－２）発電用設備規格委員会倫理規定制定案について  [資料 65-6] 

       前回の火力専門委員会にて説明された発電用設備規格委員会倫理規定制定案につ

いて書面投票開始の審議が行われ，出席委員全員の賛成により書面投票開始が承認さ

れた。 

 

（４－３）委員会資料の取り扱い内規案について   [資料 65-7] 

       発電用設備規格委員会において発電用設備規格策定にあたり中立，公正，公開を旨と



しており，最終的には規格として公開，出版されるが，その途上での委員会，分科会，作

業会での審議資料の取り扱いについて明確にする目的で内規案が原子力専門委員会よ

り提案された。本件は発電用設備規格委員会で統一すべき内規ということで発電用設備

規格委員会幹事会にて各専門委員会での書面投票を実施することが認められたもので

あると報告された。 

       内規案について説明された後，書面投票開始の審議が行われ，出席委員全員の賛成

により書面投票開始が承認された。 

 

６． 次回開催予定 

 日 時：2013 年 11 月 26 日(火) 13:30～17:00 

 場 所：日本機械学会 第１会議室 

 

   以 上 


